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２月11日　第11回栃木県少年サッカー市町村
　　　　　選抜大会

大田原市代表として２チームが出場。「大田原
与一」は大会初日の予選リーグで健闘しました
が惜しくも敗退しました。「大田原2013」は、接
戦を制してベスト４まで勝ち上がり、準決勝で
惜しくも敗れましたが、第３位という立派な成
績を収めました。おめでとうございました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策 （   　係聴広報広課 ２３）８７００までご連絡ください。

２月 21日 食と農業に関する
　放射性物質理解促進講演会
（那須与一伝承館多目的ホール）

２月 16日 第22回生涯学習フォーラム
（大田原市総合文化会館）

２月 23日 閉校記念コンサート
(蜂巣小学校)

「地域に生きる ～親から子へ  子から親へ～」
をテーマに開催。講演会では、大田原ツーリズ
ムの藤井大介氏より「食生活からガンやかぜ
を防ぐ～大人から子供たちまでの食からの健
康～」と題して、日常の食の大切さから郷土料
理を子どもへ伝える重要性についての講演が
ありました。また、日ごろの生涯学習活動の発
表や合唱・吹奏楽の演奏など盛りだくさんの催
しでした。

放射線の影響についての知識を深め、農産物へ
の不安を払拭するため「福島原発事故と食の安
全」をテーマに、国際医療福祉大学クリニック院
長の鈴木元先生による講演会が行われ、参加者
は熱心に耳を傾けていました。

当日は全児童のほか、保護者、県外に住む卒業
生の方など総勢183名が集まり、栃木県交響楽
団の有志らによるグループ「アンサンブル・ジュ
ウィール」が演奏し、９曲を披露しました。参加
者は、会場で響き渡る音色を聞き入りながら、
閉校を惜しみました。

今年で８期連続となる王将戦の対局。20日には阿久津
主税七段による大盤解説が行われました。来場者数は
120人。来場した熱心な将棋ファンの質問にも丁寧に
回答されました。途中、正立会人の木村一基八段も加
わり、軽妙な解説で会場を大いに盛り上げました。

２月19日～20日 第62期王将戦七番勝負第４局
（ホテル花月）

（宇都宮市平出サッカー場）


